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琉球方言 ハ 行子音 p 音の 素 性
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要　　旨

　琉球 方言 の ハ 行 子音 p 音 は
，

目本語の 文献時代以 前に 遡 る 古い 音で ある と の 見方

が ほぼ
一般化 され て い る 。 こ の p 音 に つ い て 亞＞ p に よ っ て新た に生 じた可能性が あ

る と い うこ とを現代琉球方言の 資料を用 い て 明らか にする 。 基本 的 に 五 母音の 三 母音

化 とい う母音 の体系 的推移 に伴 っ て
， 摩擦音 φが 北琉球方言で は p，p？ へ と変化 し，

南琉 球 方言 で は，p，　 f へ と変化 して 現在 の 姿が 形成さ れ た と考える 。 従来の 研 究に

従 い ，五 母音 時代 を起点 にす る の で あれ ば，ハ 行子音にお い て も起点 とし て Φを設

定 して も問題 はな い と考 え る 。 そ して ， こ の 体系的変化 と連動 し て ワ行子音 にお い て

も w ＞ b，の 変化が起 こ っ た とみ る。また，ハ 行転呼音化現象や 語の 移入時期 とい う

側面 か らも p 音の 新 しさに つ い て考察す る。内的変化 と して （li＞ p が起 こ り得る傍証

として kw ＞ Φ＞ p の 変化傾 向がみ られ る語 も示 した。

は じめに

　琉球 方言 の ハ 行 子音 p 音 は ，文献時代以 前の 姿
注 且

で あ り，現 在ま で の 永 きに わ た り

保 持 され続 けて い る 。 こ の よ うな見方は ，上 田 （1898），伊波 （1907）等の 研究 に よ っ て

周 知 されて い る 。 服部 （1959：283）で は， こ の p 音残存の 要因に つ い て

　　　奄美 群 島 ・沖縄群 島の 諸方言で は
，

＊k が 1h！に変化 した場 合に ，
＊

p が さ らに 1h1

　　 に変化する こ とが くい とめ られ た蓋然性 が大 きい 。

と し t 奄美，沖縄方言 で は k 音が h 音化 す る こ と に よ り，p 音 が 保 た れ た と して い る 。

しか し，
＊ k， ＊

p が 共 にあ らわ れ る宮 古 ・
石 垣 方言 に つ い て は ， 自律的 に保た れ た と し

十分 な説明が な され て い な い 。 中本 正 智 （1976）， （1990）で は ， こ れ を踏 まえ た上 で p

音残存の 要 因を母音 の 体系的変化に よ る子音の 体系的変化 に もとめ て い る 。

　中本謙 （2008）， （2009）で は，従来 ， 文献以 前に 遡 る か否 かで 論 が分か れて い た南琉

球方言 の ワ 行子音 b 音が w ＞ b の 変化 で あれ ば ． ハ 行子音 p 音 も Φ＞ p の 変化で あ る可

能性は ない か との 見方を示 して きた 。 南琉球の ワ行子音 b 音に つ い て は．名嘉真 （1996），

上 村 （2000）， 柴 田 （2001）， 内間 （2004）等
注 2

が あ り，現在 で は w ＞ b の 見方が 優 勢で
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あ る 。 琉 球方言 の p 音が 文献以前に 遡 る との 見方が ほ ぼ 定説化 されて い る 中で 逆 に新

しい 可能性 を示唆 した もの に 早 くは 亀井 孝 他編 （1964）
il
　
3
が あ る 。 また，柳 田 （1993）

は 凵本語音 韻史の 立場 か ら，琉球 方言 の ハ 行 子音 p 音は 文献以 前 に遡 らな い との 見方

を して い る
注 4

。

　本稿で は， 中本謙 （2009）で 言 及 しなか っ た北琉球方言 も含め て再 び ハ 行子音 p 音 に

つ い て 考 察す る 。 基 本 的に は，狭 母音化 とい う五 母音の 三 母 音化の 現象
注 5

に よ っ て摩

擦音 Φが 破裂音化す る こ とに よ っ て 新た に p を生 じた と考 える 。

　琉球方言にお ける 母音変化 に 伴 う子音変化 を有機的に結びつ けた研究 と して は ， 中本

正 智 （1976）が 詳 しい 。 こ れは ，琉球方言 全域 を網羅 した膨 大な 資料か ら母音 の 体系的

変化 と い う要 因に よ っ て 子音が体系的 に 変化をする こ とに つ い て 帰納的 に 明らか に した

もの で あ る 。 従 っ て ，現在 の 琉 球方言の 共時態か ら明確 に設定で きる五 母音 時代 か ら論

をすすめ て い る 。 五 母音 時代 か ら論 をすす め る とい うこ とで あれ ば T 平安時代 以降 とい

うこ と に なる 。
ハ 行子音に お い て も一・

つ の 基準 と して 日本語史に 照 らして 考えれ ば ，p

で は な く φか ら論 をすす め る こ とも可 能 で あ る と考 える 。 本研 究 で は ，琉球 方言 の ハ

行 子音 を Φか らの 変化 と して ，w ＞ b の 変化 も有機的に 結びつ けて考察 し，琉球 方言 ハ

行 子 音 p 音の 素性 にせ ま りた い
。

1　 南琉 球方言の ハ 行子 音

　 1．1　 語 頭

　琉球方言 の 中で も南琉球方言で は ， ハ 行 子音 p 音 が 顕著 に み られ，与那 国や 宮古 の

池 間島，池 間島か ら分村 した伊良部島佐良浜 宮古島市西 原 を除 くすべ て の 地域 で み ら

れ る
1主6

。 こ こ で は， 主に南琉球方誓の 亜＞ p の 可 能性 に つ い て あらため て 中本謙 （2009）

で 述 べ た論 を考える 。

　まず，宮古来間方言，八 重 山白保 方言 を例
注 7

に語頭 の 中央語 との 対応関係 を示す 。

宮古来間方言

中央語 ノ丶 ヒ フ へ ホ

来間方言 pa pi fu pi pu

　語例

［palla］（花）［pa：亅（刃 ）［paku】（箱 ）［P尋tsη （蜂）［pataratsll （働 く）

［p ・喜tu］（人）［piikail（光）［pi
’
ti：tsil（

一
つ ）［pid韻 （左）［uipltu ］（老人）

［f？kuru］（袋）［fgta：tsil（二 つ ）［fgta］（蓋）［funi］（船）［fu・11（振 る）

［pi：］　（屁 ）　［pira］　（箆）

［puni］（骨）［puil （彫 る）［pu ：1（帆）［pVsil（星）［upumudzil （大麦）
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八 重山白保方言

中央語 ノ丶 ヒ フ へ ホ

白保方言 pa P冗 Φu pi pu

　語例

［pa：］（葉）［pataraguN］（働 く）［pi導a］（鼻）［p尋taga］（裸）［p景ri］（針）

［pItu］（人）［p囂oma 亅（昼 間）［pi：sohaN 亅（広 い ）

［Φり四 N 亅（振る）【ΦりkahaN 亅（1朶い ）［伽 tal （蓋）［亜鱒 i］（船）

［pi：亅（屁 ）

［pu ：］（帆）［p鱒 i］（骨）［p 撃so ］（臍 ／ほ ぞ）［p？tso］（星）｛euka］（外）

　中本謙 （2009）で は ， この よ うな ハ 行子音 に対応 す る p 音に つ い て ，南琉 球方言 で み

られ る ［bana］（わな）｛butu］（夫）［b珂 （坐 る ）の よ うな ワ行 子音 b 音 が w ＞ b の 変化 で

あれ ば 平 行的 に 委＞ p の 変化 も起 こ っ た可 能性 が ある と い うこ と を示 した 。 南琉球 方

言 の w と b の 変 化 を Φと p の 変化 と平 行 的 に み る こ と に つ い て は ，w と b の どち らが

古 い とみ る か と い う点 は 大 き く異 な る に して も亀 井 他 編 （1964）や 加 治工 （1982），名

嘉真 （1996） な どの 見解 と
一

致す る 。

　 中本正智 （1976）は ，琉球方言全 域 を網羅 した 膨大 な資料か ら帰納 的に 母音 変化に と

もな う子音の 変化 に つ い て 体系化 した もの で ある ． そ の 中で宮古，八 重 山方言の ハ 行子

音の 成立に つ い て
， 母音の 狭母音化の 影響で 近接 した ウ段 とオ段の 区別 をする た め にハ

行子音 は ，f と p に分化 した と して い る 。 本研 究で もこ の 理論 を踏 ま え，宮古，八 重山

方言で ウ段 と オ段 の 区別 をす る た め の 子 音変化が起 こ っ た とみ る 。 しか し， ウ段 に み ら

れ る唇音性 を強度 に きわ だ た せ た唇歯 摩擦 音 fに つ い て は 亜か らの 変化 と捉 え，p 音 の

素性 に つ い て は Φか ら p の 変化 に よ る新 しい もの で は ない か と考 える 。
つ ま り，狭母

音 化 に よ っ て 子音 の 緊張が高 ま り，摩擦 音か ら破 裂音 へ と変化 した と い う見方で あ る。

　先に示 した よ うに 南琉球の 中に も与那 国や宮古の 池問島，池間か ら分村 した伊良部島

佐 良 浜，宮古 島市西原 の 方言 の よ うに ハ 行子音が p 音 で な い 地域が 存在す る 。 こ れ ら

の 地域 に つ い て は どの よ うにみ る べ きか 。

　 まず八 重 山諸 島の 中で なぜ 与那 国方言 だ けが h 音化 したの か に つ い て 中本正智 （1990：

226）で は t 次の よ うに述べ られて い る 。

　　　何 故， ラ那 国島 だ けが p 音 を失 っ たの か 。 その 理 由 は ， イ ・ウ段 の 脱 落現 象の

　　はげ しさに もとめる こ とがで きよう。 すなわ ち，か つ て は宮古の よ うに ハ 行 音の 構
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゼ し

　　造が ps
・flpで あ っ た もの が， イ ・ウ段 の 脱 落 に よ っ て 01pの 構 造 に な っ た 。 こ の

　　構 造か ら， 対立音素 を失 っ た p が ， い っ き ょ に h音 化 して い っ た と推 察 され る 。

　　こ の よ うに して T 与那 国方言 は ，八 重 山 の 諸方言 に先ん じて p 音 を失 っ て い っ た
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　　 と考え られる 。

　つ ま り，［t？u ：］（人） ［t？ai］（額） ［t？a二］（蓋） ｛k？un 亅（吹 く）の よ うに イ段 ，
ウ 段で 脱落

　 　 　 　 　 　 　 ゼ ロ

す る こ とに よ りOfpの 構造 に な り，対 立音素 を失 っ た が ため に ．い っ きょ に h 音化 した

とい うこ とで あ る 。 南 琉球方言で は ， こ の よ うな現象 は 与那 国方言 に顕著 にみ られ るの

で 穏当 な見解 で ある と考 え られる 。

　また ，池 間島方言 ，伊 良部 島佐 良浜 方言 ，宮古島市西 原 力言 の ハ 行子音が h 音 で あ

る こ と に つ い て も， 巾本 正智 （1990）で は池 間系方言 の ハ 行 子音 に Φが み られ な い こ と

か ら，外 的要 因
注 s

に よ っ て h 音化 しただ ろ うと して い る 。 老人層 に p 音を と どめ る 者

が ある が φはみ られ ない とい う記述か らも外 的要因 に よ っ て 比較 的新 しい 時期 に h 音

化 した とみ るの が穏 当で ある と考え る 。

　以上 ，観点か らすれ ば，与那 国 方言 に して も宮古池 間方言に して も，他 の 宮古．八 重

山方言 同様 に か つ て は ，p 音 で あ っ た が 一
挙 に p か ら h へ と変 化 した こ とが 理解 され る 。

　1．2　語 中

　南琉球方言の 語 中の ハ 行子音 は，多 くの 語 で ハ 行転呼音化現象が 起 きて い る 。 語 頭 と

同様に 宮古来間方言，八 重 山 自保 方言の 例で 示す と次の とお りで ある 。

　宮 占来間方言 の 語例

　　　［ka【］（皮）［mal ・q （回る）［ka司 （変 わる）［kju：］（今 日）［mai 】（前 ）［no ：sll （直す）

　　　liara：jara亅（柔 らか い ）

　八重 IJI白保方言の 語 例

　　　［ka【1（皮）［ka【ruN ］（変わ る）［me ：］（前）ljarahaN］（柔らか い ）［ma ：ruN ］（回 る）

　　　［kju・亅（今 N ）

　こ の よ うに， ほ とん どの 語で ハ 行転呼音化 の 現象が起 きて い る に もかか わ らず ， 語 中

の ハ 行 子音 p 音 も語例 は 少 ない が存在 す る 。 例 えば ，宮 古 来 間方言 で は ，［upo ：nu ］（大

きい ）［kupa：nu ］（固 い ）等 の よ うな例 がみ られ る 。 従 来， こ れ らの 語 もハ 行転 呼音 化 を

免 れ， 文献時代以前 の p を保 持 して い る との 解釈 が 多 くな されて きた 。 しか し， こ れ

らの 語 は ，
一

度 ハ 行転呼 音化 し回帰 した とみ る こ と もで きる の で は な い か 。 なぜ な ら，「柔

らか い 」は宮古来問方言 で は liaraijara亅，　 ljalramunu亅の よ うに ハ 行転呼音化 して い る が，

同 じ宮古方言で も伊良部佐和 田 方言 で は，liapaijapal，陲paragimunu］（琉球大学 沖縄文

化研 究所編 1968）の よ うに ハ 行転 呼音化 して い ない か らで ある
注 9

。

　また， 南琉球方言 で は，語中に お い て も w ＞ b の 変化が確認で きる こ とか ら も， これ

らの 語中の ハ 行 p 音 は，語頭 と同様 に 亜＞ p の 変化で ある と考える 。 例 えば ，宮古来 間

方言で は ［ibill（植 える）［t∫abaN ］（茶碗）の よ うな例が み られ ，八 重 山諸方言で も黒 島方

言 （宮良 1930）で ［abatirugl （慌て る），白保方言 で 険baN ］（茶碗 ）の よ うな例が み られ る 。

　か りまた （2009：5）で は，漢語 由来の 移入語 で あ る 「茶碗」の 例 をあ げ， 次の よ うに
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述べ て い る 。

　　　奄美沖縄諸 島の 下 位方言 で t∫awaN で あ る 。 この こ と は，奄 美諸 島 方言 で は，

　　awa ＞ o ： の 同化が 完了 した あ との 移 入語 で あ り，沖縄諸 島の 方言で は awa ＞ a ： の w

　　消失が完了 した 後の 移入 語で あ る こ と を示 唆 して い る 。 そ うで なけれ ば t∫Q ：N や

　　t∫a ：N な どの 語形 に な っ て い る はずで あ る 。

　確か に か りまた （2009）で 示 された よ うに ［ko：1 （皮）の よ うな語 中の w は 単 に w が消

失 した もの で はな く前後の 母音 と同化 した もの とみ られ る 。 その ように考 えなけれ ば，

奄 美方 言 で み られ る ［ko ：］（皮）［？0 ：］（粟）の 説 明が つ か な い
。 こ れ らは， 半母音 W が U

に 近似 した
．
音で あ る か ら awa ＞ o ： の よ うに な る と考 え られ る 。 そ して 奄 美諸 島 とそれ

以外 と い う区別か ら して も 1609年 の 薩摩 藩の 琉球侵 略 に よ る 割譲 との 見方 も考 え る こ

とはで きる 。 この こ とか らか りまた （2009）で は，宮古，八 重 山で み られ る ［t∫abaN ］（茶

碗） も awa ＞ a 【 の 変化以 降に持 ち込 まれ， さ らに w ＞ b の 体系 的 な変化 も awa ＞ a ： 以降

に お こ っ た と して い る 。

　こ こ で 語 の 移入 時期 と い う側 面か ら語 中の Φ＞ p に つ い て 考えて み た い 。 八 重 山 方言

（宮良 1930）で ［apfra 亅（家鴨） と い う語が み られ る 。 「あ ひ る」は ，室 町時代末期 に で き

た語 で あ り，
ハ 行転 呼音化が収束 した 後にで きた た め 「あい る」 とは な らな か っ た とさ

れて い る 。 従 っ て
， ［api

’
ra ］の P 音は

， 文献以 前の 古音 に遡 る もの で は な く，琉球方言 に

移 入 され た 後，亜＞ p に よ っ て 生 じた もの で あ る と考 えられ る 。 か りま た （2009）の w

＞ b に従 っ て 考 えれ ば，八 重山方言 の p は Φ＞ p に よる もの だ とい うこ とに なる 。 ただ

慎重 を期 したい の は，［t∫abaN ］（茶碗）の よ うな語 か ら w ＞ b の体系的変化の 時期 を 「茶

碗」の 移 入以降 （17世紀半ば以降）と確定 して もよい か とい う問題 は の こ され る 。 ［t∫abaN ］

（茶 碗）の もう
一

つ の 見方 と して ，「優勢 なる体系 に引 きず られ た変化 」で ある可 能性 は

ない か 。
つ ま り 「茶碗」 の 移 入 された 時期 に 宮古，八 重 山方言で ，す で に 体系的 に w ＞

b の 変 化 が起 こ っ て い て ， それ に 引 きず られて ［t∫abaN ］（茶碗） とな っ た とみ る こ とは

で きない か と い うこ とで あ る 。 しか し，仮に そ うで あ っ た として も， w ＞ b と同 じよ う

に 亜＞ p とい う破裂音 化の 傾 向は あ っ た とみ る こ とが で きる 。 因み に 語頭 に お い て も語

の 移入 時期 とい う側面 か ら見れ ば 八重 山方言 （宮良 1930） に 【pizll（返 事）の よ うな和 製

漢語由来 に よ る語 もみ られ，Φ＞ p に よる もの で あ る と考え られ る 。

　以上 ，南 琉球方言で は ，語 中にお い て も w ＞ b の 変化が み られ る こ と，語 の 移 人時期

とい う観点か らみ て も 亜＞ p の 可能性が 考 え られ る 。

2　北琉球方言 の ハ 行子音

　2．1 語頭

　北琉球方言 に見 られ る 語頭の ハ 行子音 p 音に つ い て も φか らの 変化で あ る と考 える 。

そ して
， そ の 変化の 要 因 を中本正 智 （1976）に従い ，狭母音化 に伴 う子音 の 変化で ある
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とする 。
つ ま り南琉球方言 と同様に，大 き く異 な るの は ，p を文献以前か らの 古音 と捉

えず，狭母音化 に よ る摩擦音 の 破裂音化 に よ っ て 新 し く生 じた とみ る点で ある 。

　北 琉球方言 と南琉球方言 の ハ 行子音 p 音の 大 きな相違点は，喉頭 化 の p？ と非喉頭 化

の p に よ っ て イ段 と 工 段 ， オ段 とウ段 の 区別が お こ なわれ て い る とい うこ とで あ る
注 1°

。

沖縄北 部饒平名方言の ハ 行子音の 対応 関係 を例 に示す 。

r一

中央詒 ノ丶 ヒ フ へ ホ

i饒平名方言
1

pa P7j P？u pi pu

　語例

［pa：1 （歯）［pat∫i］（蜂）【p？i：］（火）［p？insu：1 （貧相 ）［p？uni ］（船）［p？uta ］（蓋）［pi：］（屁 ）

［pidatiN］（隔て る）［pu ：1 （帆 ）［pu ：∫i】（星）

　こ れ らの 喉頭化の p？ につ い て ， 中本 （】990： 229−230）で は p 音残存の 要 因 と して 概 略

次 の よ うに示 して い る 。

　奄美 ・沖縄方言で は o ＞ u ， e ＞ T また は e ＞ i＞ iの 変化 に よ っ て 工 段 と イ段 ， オ段 と

ウ段 が 統 合 されて 区別が 失 われ る の を避 ける た め に イ段 は p？i工 段 は pi、 ウ 段 は p？u ，

オ段 は pu の よ うに p ？！p の 音素分割が もた ら され た 。 こ の 音素分割 に よ っ て 新 た に 発生

した無気喉頭化 音 p？ は無気音で ある た め ，直接 φ．h に 変化 し得な い 音声 で あ り，結果

と して p 音が 維持 され る はた ら きを して い る 。 また ， 力行子 音の h 音化 （例 えば カ は

ハ に 変化す る ） も p 音 を と どめ る構 造 を つ く り出 した と して い る 。 こ れ は ， 力行 と ハ 行

の 統合 を避 ける た め の構造 的関係 で あ る 。

　本研究 で は，南琉球方言 ，北琉球方 言 と もに，狭母音化 に よ る子音 の 変化 に よ っ て 多

くの ハ 行 子音 p 音 が あ らわ れ た と考 え る 。
つ ま り北 琉 球 方言 で は Q ＞ u ，e ＞ iまたは

e ＞ r＞ i， の 変化 に よ っ て イ段 ウ段 に 緊張が加 わ りΦが p へ と変化 し， さらに段 の 区

別 を す るた め に p？ と p の 対立 が 生 じた 。 そ して ，こ れ に 引 きず られ る よ うに ア 段．工 段 ，

オ段 の 亜も破 裂音化 して p へ と変化 して い っ た と考 え られ る 。 また ，服 部 （1959），中

本正 智 （1990）等の 従来の 研究 で 言 われ て い る よ うに 力行 子音 の h 音化 も力 行 とハ 行 の

統合 を避 け る ための 構 造 的関係 で あ る と考 える 。 つ ま り統 合 を さける ため に ハ 行の Φは

破裂 音化 して い っ た と考え られ る
湖

。 こ の よ うに 考えれ ば，久高方言 （中本正智 1985）

の よ うな姿 も理 解で きる 。

巾央語 ノ、 ヒ フ へ ホ

久高方言 PΦa P7i P？u
　冖一 P

φi P
Φu
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　語例

［pial］（歯）［peana］（花）lp？igi】（髭）［p？ima］（暇）［p？u］（蓋）［p？un ］（船）［peii］（屁）

［P
φira］（箆）［peu：］（穂）［P

重un ］（骨）

　それ で は，首里 方言 を中心 と した 沖縄 南部方言の よ うに ハ 行 子音 が h 音 の 地域 は ど

の よ うに考 え られる か。 沖縄奥武方言を例 に示す 。

中央語 ノ丶
「
　 　 ヒ フ へ ホ

奥武方言 ha gi 重u gi hu

　語例

［ha：1（刃）［hani］（羽）［Qi：］（火）［qit∫e：1（額）【Φuni 】（船）［Φgta］（蓋 ）［杢u ：］（帆）［gi：】（屁）

［gira］（篦）［Φuni ］（骨）

　こ れ らの 地域は ，強文化圏で ある大和文化
注 12

の 流 入 に よ り p 音化せ ずに ， も しくは

p 音化 へ の 変化傾 向は あ っ た か も しれ ない が ，h 音 へ とな っ て い っ た と考 え られ る 。 ま

た， 力行子音が h 音化 しな い とい うこ とも関係 して い る とみ られ る 。

　以上 の よ うに考えれ ば，狭母音化に よる破裂音 化 とい う現象 で 琉球方言 に お ける ハ 行

子音の 重＞ p を
一

貫 して 説明で きる と考 える 。

　2．2　北琉球方言語中の ハ 行子音

　北琉 球 方言 で も語 中の ハ 行子音 は，ハ 行転呼音 化 して お り， また aw 乱 ＞ a ： の 変 化 も

み られ る 。

　沖縄 北部饒平 名方言の 例 を示す。

　　［ha【］（皮）［pc：］（灰 ）［？o ：d3i］（扇）［me ：1 （前）［nOiφuN 】（直す）

しか し ljaparasahaN］（柔 らか い ）唖upahaN ］（固 い 1こ は し）の よ うに ハ 行転呼音化 しな

い 例 も少ない が み られ る 。
こ れ は，南琉球方言 と同様で あ る 。

　北 琉球方言 の 語 中の ハ 行子音 p 音 も 重＞ p の 変化で あ る と考 える こ とがで きる 。 なぜ

な ら，南 琉 球方言 と同様に 「あ ひ る」 は， ハ 行転呼音化せ ず に p 音で あ らわ れ るか ら

で あ る 。 例 えば
， 今帰仁与那嶺方言 （仲宗 根 1983）で は ，［hap 〜e：ra 【］，与論方言 （菊 ・高

橋 2005）で は ［apira ］と なる 。 既 述 した よ うに 室町 末期成立 の 「あ ひ る 」は ハ 行転 呼音

化 を免れ た語 で あ る 。 北琉球方言 に お い て も「優勢な る体系に 引 きず られ た変化」に よ っ

て p 音化 した と も考えられ るが ，仮 に そ うで あ っ た として もΦ＞ p とい う破裂音化の 傾

向はみ られる こ と に なる 。
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　 2．3　北琉球方言 に お けるワ行子音

　北琉 球で は オ段 は o ＞ u ，工 段 は e ＞ T または e ＞ i
’
＞ iの よ うに変化 し．こ の 変化 に よ っ

て 沖縄 北部方 言の ハ 行 子音 は 破 裂音 化 し喉頭化 と非喉頭 化に よ る 区別が 発生 した と考え

られ る 。

一
方，南 琉球 で は， 中本正 智 （1990）で も示 さ れ て い る よ うに オ段 は o ＞ u ，

工 段 は e ＞ iの よ うに iを経 ずに iに変化 して い る 。 こ れ に よ っ て イ段 ， ウ段に 緊張が 加

わ りイ段 で は 唖が摩擦 を伴 う画 ヘ ウ段 で は唇音性 を強 度に きわだた せ る 緊張 した f，

v （唇歯摩擦音 ）へ と変化 させ て い っ た と 考え られ る 。 南琉球で 体系的に み られ る w ＞ b

の 変化 は，破裂音化 の 傾向 に こ の 唇 音化 を きわ だたせ る緊張が 要因で ある と考える 。 つ

ま り， こ の 母音変化 の 違い が ワ 行子音 w の 変化 とも関わ っ て い る と解 され る 。

　北琉球 方言で は， 「居 る 」 や 「い 草」 の よ うに ワ 行 」
仁
音が b 音に 対応す る語が 数例 み

られ， また地域 に よ っ て は ワ行 子音 が g や g．w に対応する例 が み られ る 。

　 ワ行 子音 に 対応す る b 音 の 語例 （内間，新垣 2000）

　沖縄 北 部奥方言 ［bi【］（藺草）［bi：11］（坐 る）［bidoma ］（坐 る場所）

　沖縄辺 野 喜方言 ［bi【］（藺草 ）［bi：n ］（坐 る）

　他に も沖縄北 部屋我 方言 ［bjuN］（坐 る ）［bire：】（坐 れ ），沖縄饒 平 名方言 ［bjuN］，与論

立 長方言 （中本正 智 1976）［bjun］等で も見 られ る 。 こ の 様 な b 音 は i と結合 した子音 と

い う音環境 で あ る こ とか ら狭 母音化 に と もな う子音 の 緊張 に よ る変化で ある と考え られ

る 。

　ワ行 音に 対応する 9W ，　 g 音の 語例

　 沖縄 辺野喜方言 （内間，新垣 2000）

　　［gwata］（腹）［gwaki］（脇）［gwarabi ］（子供）［gwaki：n ］（分 ける ）

　喜界 島花良治方言

　　［gutu］（夫 ）［gunu亅（斧）【guba】（お ば）［guriruN］（折れ る）［guduri］（踊 る）

　　［guil（砂糖黍 f荻に対応）

　久高島方 言 （法政大学沖縄 文化研究所 1985）

　　［gi：n］（坐 る）［gud3i亅（砂糖黍 1荻に対応）［gutu］（夫）［guin亅（折る）

　こ れ らの 例 も狭 母音 化 に ともな う子 音の 変化 と して 捉える こ とが で きる 。 つ ま り，亜

が 破 裂音化 す る の と連動 して w が破裂音化 して い く傾 向があ っ た と考え られ る 。 半母

音 w は， 両唇 と軟 口蓋 の 接近音 で ある 。 北 琉球方言で は，南琉球方言 と狭母音化の 仕

方が 異 なるため ，宮古方言の ように ウ段で唇音性 を強度に きわ だ たせ る緊張 した Cv （唇

歯摩擦音）等 もみ られない
。 そ の た め T 北 琉球方言 に おい て は南琉球方言 の よ うに両 唇

を破裂 させ る w ＞ b の 体系的 な 変化 に至 らず ， 限 られた 地 域 で 部分 的 に w の 軟 口蓋破

裂音化の 傾 向が み られ る と考え られ る 。

　また，琉球方言にお ける w ＞ b に つ い て 注 日すべ き点は，北琉球方 言 にお い て も中央

語 の ワ 行 子音に 対応 する b 音が み られ る 地 域 で は， ハ 行子音 に 対 応す る p 音 が み られ
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る と い うこ とで あ る 。

　以上 の こ とか ら北琉球方言 に お い て も狭母音化に伴 う重＞ p の 変化に 連動 して w 音 が

破 裂音化 して い く傾 向が ある こ とが解 され る 。

3 琉球方言 に お ける kw ＞ 亜＞ p

　こ こ まで ，琉 球方言 の ハ 行子音 p 音は，狭母 音化 に伴 うΦ＞ p の 変化 に よ っ て成立 し

た との見 方を示 して きた 。
こ れは

， 日本語史にみ られ る p ＞ Φの 変化 とは逆行 した変化

で あ り，琉球方言独 自の 発達 で あ る と い える 。
こ こ で は ，Φ＞ p とい う変化が 内 的変化

と して起 こ り得 る と い う傍証 に つ い て 考察す る 。

　中本謙 （2009）で は
， 沖縄浜比嘉 島比嘉方言で ハ 行子音に対応 する語で は ない が，次

の よ うに Φ＞ p に変化 する傾 向にあ る語 を示 した 。

　［kwi：］　
一・
［Φi：］　一［pi：］（声）

　【kwi：to：N ］
〜
［Φi：to：N ］

一
［pi：to：N ］（越 えて い る ）

　［kwe ：ti］
〜
唖e：ti］

〜
［pe：ti］（肥 えて ）

　［kwe：to：N ］
〜
［Φe ：to：N ］

〜
［pe：to：N 】（肥 えて い る）

　［kwe：muN ］
〜
［Φe：muN ］（食 い 物）

　こ れ らの 語は，音声的 な もの で ある が
，

ほ ぼ p に近 い 音で 調音 され る こ とがあ る 。 琉

球方言 と中央語 の 音韻対応 を踏 まえる と，次の 変化が考 え られ る 。 ［pi：】（声）を例 に示す 。

　koe ＞ kui＞ kwi：〉 Φi： ＞ pi：

　こ の 現象に つ い て か りまた （2009：　10）で は，

　　　唇 音化 した 無声軟 口蓋破裂音の kw が 無声 の 両唇破 裂音 p に変化 して い た とす れ

　　ば，声道 と聞 こ えの 近似 に よ る 変化 （kw ＞ p）が 起 きそ の p の 摩擦音化 した ア ロ フ ォ

　　ン Φと，本来の 語形 ［kwi：］が共 存 して い る可 能性は な い だろ うか 。

との 見方 を示 して い る 。

　また 鹿児島方言等
注 13

で は tkw
＞ p の 報告が あるか ら，浜比嘉島比嘉方言の 例 に つ い

て kw ＞ p ＞ Φの 変化 との 見方 もな され そ うで ある。 しか し
，

も し kw ＞ p の 変化で ある

な ら ［kwi：1〜［pi：］や ［kwe 【］
一
［pe：亅と い う音声 的な ゆ れ が 確認 で きそ うで あ る が ， そ れ は

み られ ない
。

　浜比嘉島比嘉方言 の よ うな現象は ，金 武町金武方言 で も 「声」は ［kwi：】の 他に音声 的

に ［kwi ：】や 【kΦii】の よ うに あ らわ れ る こ とが あ る 。 また 恩納村真栄田 方言にお い て も個 人

差 は ある が 音声的 に 「声 」 は ［唖 ：］
〜

［pi：1の よ うに 調音 され て い る 。 また ，摩擦音 の 破

裂音化 とい う変化に おい て は，沖縄方言 よ りさ らに進化 した形で八 重 山竹富方言 に確認

され る 。 國學院大學 日本文化研究所 編 （1990：71）を示 す 。

　　　本土 ICurV （kurV ・hurV ）1は ，無気喉頭化子音 拍 の 1p？v！に対応 して い る もの が 多

　　く認 め られ る 。 周辺 諸方言 との 対応 を考慮す る と， こ れ は 1kurV ・hurV1 −
・ 1（Q）
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　　hwv ・（Q）fv1→ 1p？v1 とい う変化過 程を経て い る もの と考え られ る 。 （周辺 方言 と し

　　て 波照 聞方言 の 例 を ＊ で 示 した ）。 p 〜usadaru （黒 い ＊ FuhaN ）　p？asadaru （暗 い ＊ ffah−

　　aN ） pTa （鞍 ） napp ？a （枕 ＊ maffa ） p？i （烏 賊 の 墨 ＊ ffe：） p？ui （陰 毛 〈黒 毛 〉）

　　p？uN （降 る ＊ ffuN）

八重 ［ll竹富島方言 につ い て は 加治工 （1997）で も音韻体系が 示 され て お り，　 p 音に つ い

て は，1piRreR1［pi：re：亅（呉 れ ろ）の よ うに p？ を音素 と して 認め て い な い とい う相違が み

られ る 。 こ の よ うに 八 重 山竹 富方 言で は，音素 と して 無気喉頭化音 び を認め るか の 相

違 は あ る もの の ， 中央語の 1kurV ・hurV1 に対応す る 語に お い て Φ＞ p の 変化 と捉え ら

れ る語が み られ るの で あ る 。

　こ の kw 音に お ける 亜＞ p の 変化 を当然 ハ 行子音 p 音 と混同 して は な らな い
。

こ の 変

化 を こ こ で 示 す意味は，琉球方言 におい て 借用語等の 外的な要閃で は な く， 内的変化 と

して φ＞ p とい う摩擦音 か ら破裂音 へ の 変化が 存在する とい うこ とで ある。

4　 ま とめ

  中本正 智 （1976）に従 い 狭母音化 に よ る 了
・
音の 変化に よ っ て 現在の よ うな琉球方言 の

　ハ 行子 音が成立 した と考 える 。 しか し，大 き く異 な る の は ，Φを起点 と し，母音変化

　に 伴 う子 音 の 破 裂音 化 に よ っ て 新た に p が 発生 した とす る点で あ る 。 母音の 起点 を

　現在の 琉球方 言の 共時態 か ら明確 に 設定で きる五 母音 にす る の で あれ ば 　日本語 史に

　照 らして ハ 行子音 を Φに設定する こ とも可 能で ある と考 える 。

  狭母音化 に伴 っ て イ段 ウ 段に緊張が 加わ り，奄美，沖縄で は段の 区別 をす る た め に

　摩擦音 Φが破 裂音化 し p？ と p を生 じ，宮古，八 重 山 で は段の 区別 をす るた め に 亜か

　 ら fと p が 生 じた 。

  ワ 行子音 に対応 する b 音が み られ る地域 とハ 行子音 p 音が み られる 地域が
一致す る 。

　こ れ は，琉球方言 に お い て ，Φ＞ p に連動す る形 で w が破 裂音化 した とみ る こ とが で

　きる 。 た だ し，北 琉球方言 に お い て は ，体系的 に ハ 行 子音が p 音で あ っ て もワ行 子

　音 b 音 は ［bi：N 亅（坐 る ）の よ うに 限 られ た語 にみ られ る程度で ある 。 北琉球方言 にお

　い て は ウ段で 唇音性 を強度に きわ だ たせ る緊張 した f，v （唇歯摩擦音 ）等 もみ ら れ な

　い ため ．両 唇 を破裂 させ る w ＞ b の 体系的 な変化 に 至 らず， w は軟 口 蓋 で 破 裂音化 し

　た g 音 もし くは
， その 傾 向にあ る gw 音が部分 的に み られ る と考 える 。

  語 の 移人 時期 とい う側 面か らみ て も，「あひ る 」の よ うに室 町時代 末期 に 出現 しハ 行

　転呼音 化 を免 れた 語 が．八 重 山 （宮良 1930）で ［aptru ］，与 論方 言 〔菊 ・高橋 2005）で

　［apira ：］の よ うにあ らわれ る 。 また語頭 に お い て も和製漢語の 「返事」が 八 重 山 方言 （宮

　良 1930）で ［pi瑚 とあ らわ れ る 。 仮 に ハ 行子音 が p 音 で あ る とい う 「優勢な る体系 に

　引 きず られ た変化」 で あ っ た と して も 重＞ p の 傾 向 は認め られ る 。

  kw の 語に お い て ，摩擦音 Φか ら破裂 音化 p へ の 変化 傾 向が み られ る 。 こ れ は ，内的
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変化 と して 亜＞ p の 変化が あ り得る とい う傍証 とな る 。

お わ りに

　琉球方言 と本土 方言 が 分岐 した 時期は ，服部 （1959）， （1976）で 示 され た 3〜 6世紀

が
一

つ の 目安 と され て い る 。 そ して 琉球方言 の ハ 行子音 p 音は ，分岐以前 か らの 姿 を

保持 しつ づ けて きた 古音で ある との 見方が 一
般 的 にな され て きた 。 しか し，母音変化に

伴い 新た に 生 じた もの で ある とな れ ば
， 琉球方言の 持 つ 古 さの

一
つ が 独 自の 発達へ と姿

を変 え る こ と となる 。

注 1p 音が中央語で い つ 頃まで用 い られ た か に つ い て は諸説あ り，例 えば服部 （1976）の よう

　　に奈良時代 は p 音で あ っ た との 見方 もあ る。

注 2　w ＞ b の 要因 に つ い て，上村 （1992）は，宮古諸島，八重 山諸島の母 音，子 音の 多 くの 音

　　韻 変化 の 要 因 を呼気の 強 さ に もとめ ，こ の 呼気の 強さが w ＞ b をひ きお こ した との 見 方 を

　　上 村 （2000）で 示 して い る 。 また内 間 （2004）で は，w ＞ b の 要 因 を狭 母 音化 に もとめ て

　　 い る 。

注 3 亀井孝は次の ように述 べ て い る 。 亀井孝 他編 （1964：293）

　　　　琉球 の ほ うで 本 土 の ワ 行 にあ た る もの を，ある時代に バ 行 の もの と混 じた とみ る こ と

　　　は十分 に可能 で あ る 。 そ こで ， い ま こ こ に琉球の うち，と くに八 重 山方 言は，唇音 の 摩

　　　擦音を 閉鎖音化す る傾向をある 時代 に とっ た もの と仮 定す る な らば それ と平行 に．ハ

　　　行音 もか え っ て fか ら p へ の 道 をたど っ たか も しれな い 。

注 4 柳 田 （1993： 1053）で は ，次の よ うな見解が示 されて い る 。

　　　　沖縄方言 に お い て は，中世に 多量 に p 音 が発生 した際 こ の 動 きにひ か れ て ，
一

般の

　　　語の ハ 行音 もΦ＞ p に転 じる こ とに な っ たの で はない か と考 える 。 知 られて い る よ うに，

　　　沖縄方言 にお い て も，語中の ハ 行音 は本土方 言 と同 じく
一

般 に Φを経て ，い わ ゆ る ハ 行

　　　転呼現象を起 こ して い る 。 語 中の 場 合 と同 じく，語頭 の ハ 行音 も，本上 方言 と同 じ く重

　　　に転 じて い た と見た 方が 自然なの で は ない か と考える 。

注 5 狭 母音化 の 時期に つ い て 外間 （1986）で は，15 世紀末頃に はか な り進行 して い た との 見

　　方 を して い る 。 また 高橋 （1991）に よれ ば 16世紀 には まだ狭母音化が完 了 して い な い と の

　　見方が なされ て い る 。

注 6 中本正智 （1990：208）の分類表か ら参考まで に南琉球方言 を抜 き出 して示す 。

種 類 ア段　　　イ段　　　ウ段　　　工 段 　　　オ段　 1

1 p　　　 ps　　　 f　　　 P　　　 P　　l
2 h　　　　　h　　　　　f　　　　　h　　　　　h　　 i

B3
P　　　　　μ　　　　　h　　　　　P　　　　　 P

4 h　　　　　 ぴ 　　　　　h　　　　　 h　　　　　 h

　　　1類が宮古方言，2 類が 池間島方言 他，3 類 が八重 山方言，4 類が与那 国方言

注 7 本稿で 用 い る 資料の うち，文献 の 併 記 が な い もの は，筆者 臨 地調 査資料 に よ る 。 な お、

　　筆者臨地調査資料の うち，喜界島花良治方言資料は，平成 22年 度科学研 究費補助金 ，基 盤

　　研 究 （C ）「北琉球方言の 調査研究　 与路島方言
・諸 島方 言 ・喜界 島方言 を 中心 に　 ⊥ 課題番 号

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Japanese Linguistics

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Japanese 　Llngulstlos

12

　　20520416 の 調査 に よ る 。

注 8　中本正智 （1990：223）で は，

　　　　宮古 島が 宮古で 最大の 漁村で あ り漁業の 改革を通 し て 沖縄，本土 と の 接触が 多 く、進

　　　取 の 精神が旺盛で あ っ た文化的な外的要因が は た ら い て い た もの と考え られ る 。

　 　 と述 べ て い る c，

注 9　 日本語 史に おい て 「母」 と い う語 は一度 ハ ワ とな り，ハ ハ へ と回 帰 した との見方が な さ

　　れて い る 。 琉球方言 にみ られる限 られ た語 にお い て も回帰 した可 能性 は考え られる が，そ

　 　の 要因 に つ い て は課題が残 される 。

注 10　中本正 智 （1990：208）の 分類表 か ら参考 まで に北琉球方言 を抜 き出 して示す 。

　 1

種 、類 ア 段 　　　イ段　　　ウ段　　　工 段　　　オ段
ヒ“一｝

1P 　　　　　 P ？

　　　　 P？

　　　　 P　　　　　 P

2P ？　　　　　　P ？　　　　　　P？　　　　　　P
唖
　　　　　　P

φ

3P 　　　　　 P　　　　　 P　　　　　 P　　　　　 P

A4p 　　　　　 t　　　　　 P　　　　　 P　　　　　 P

i 5 Φ　　 　 P？　　　 Φ　　 　 P？　 　　 重
1　
1　
i　　　　　　1　
1　
1

rO

　
　

7q

＞　（h）　　　　Φ　（h）　　　　Φ　（h）　　　　重　（h）　　　　重　（h）

Φ　（h）　　　　s　　　　　　　Φ　（h）　　　　重　（h）　　　　亜　（h）

　　　1類が 沖縄北部名護方言 他 。2 類 が久高島方言，3 類が 奄美大島佐仁方言 他，4 類 が沖縄

　　　北 部伊江島方 言．5 類 が 沖縄 北部塩谷 方言 他，6 類が 沖縄北部伊是名島方 言 他，7 類が

　　　徳之島北部天城 方言 他

注 11　中本正 智 （1990）で も示 され て い る よ うに 沖縄恩納方 言，津堅 島方言 で は ，ハ 行子音が

　　p で 力 行 子音が h 音化 して い な い 。 こ の こ とか ら， ハ 行子 音 p 音が み られ る 要 因は 必ず し

　　 も k の h 音化だ けで はな い との 見方 もな され て い る 。

注 12　例 えば ，擬 占文 で 有 名 な平敷屋朝敏 （1700〜 1734）等，和文学の 影響 な どは大 きい と考

　　えられ る 。

注 13 枕崎方言 （飯 豊毅
一

他編 1983）に ［paN ］（食 わぬ ）［pa∫1】（菓子 ）の 例がみ られる 。
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Reconsideration of  Consonantal "p"

 : Derivation of  
"p"

  with  the Consonantal Value of  [h] in Ryukyu  Dialect

NAKAMoTo  Ken

Keywords:  Vbwel  shift, Consonantal p  
,
 Consonantal b, consonantal  shift

  There is a  consensus  that  phonetically notated  
"p"

 with  the consonantal  val-

uation  of  [h] dates back to times before any  written  records  were  kept. I intend

to demonstrate through  the data I gathered during my  field research  trips that

the derivation of  the phonctically notated  
"p"

 is possibly linked to the phonetic
transjtional process described as  [O]>[p]. The  same  process seems  to be also  re-

lated to the vowel  shift  that resulted  in a decrease in the number  of  vowels  em-

ployed in the Ryukyu  Archipelago from five to three, which  yielded [p] and  [p?]
in Northern Ryukyu and  [p] and  [fl in Southern Ryukyu dialects, respectively.

If the five-vowel era  is granted as  the originating  point in the consonantal  pho-
netic  shift,  then, premising [ab] as  the starting  phonetic value  of  the consonan-

tal valuations  related  to lh/ seems  quite reasonable  as  well.  The same  phonetic
shift  also  seems  to have entailed  a  process that can  be described as  [w]>[b]. In

view  of  such  phonetic transition and  the presumed  contemporaneous  introduc-

tion of  relevant  vocabulary  into the region,  I also  focus on  the relative  recent-

ness  of  the occurrence  of  the phonetically notated  
"p".

 As further elucidation

of  the phonetic transitional process [O]>[p], which  most  likely took  place in the

region,  I also  bring attention  to some  words  that evidently  demonstrate the

transitional process [kw]>[op]>[p].


